






 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 



 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 





第１章 計画の策定にあたって 



１ 計画策定の趣旨 



２ 計画の位置付け 

３ 計画の期間 



４ 本計画が対象とするスポーツの範囲 



５ スポーツの力 

第 1 回名取市スポーツ協会会⾧杯 モルック1競技大会 

1 フィンランドのカレリア地方の伝統的なキイッカ（kyykkä）というゲームを元に Tuoterengas 社

（フィンランド）によって 1996 に開発されたスポーツ。 



コラム：ＳＤＧｓとスポーツの力 

2001 年に策定されたミレニアム開発目標（MDGs）の後継として，2015 年

9 月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」

にて記載された 2016 年から 2030 年までの国際目標です。持続可能な世界を実

現するための 17 のゴール・169 のターゲットから構成され，地球上の誰一人と

して取り残さない（leave no one behind）ことを誓っています。 

スポーツが本来持っている力を活用し、持続可能な社会づくりに貢献していく、

またはスポーツを通じたコミュニケーションによって課題を共有し、解決に向けて

主体的に行動する人々を一人でも多く創り出すことで、よりよい社会を目指してい

くスポーツＳＤＧｓという考え方が、国連においても注目されており、前述の

2030 年アジェンダに向けた宣言の中でもその有効性を認め、「スポーツもまた、

持続可能な開発における重要な鍵となるものである。我々は、スポーツが寛容性と

尊厳を促進することによる、開発および平和への寄与、また、健康、教育、社会包

摂的目標への貢献と同様、女性や若者、個人やコミュニティの能力強化に寄与する

ことを認識する。」と位置付けています。 

 

 

 



第２章 本市を取り巻くスポーツに関する現況 



１ 国や県における動向 

（１） 国の動向 

① 「つくる／はぐくむ」:既存の枠組みや考え方のみに捉われず、見直し・改善し、最も

適切・有効な、個々の状況等に応じた方法やルールを考え出したり、創り出す 

② 「あつまり、ともに、つながる」:様々な立場にある人々が「ともに」「つながり」を感じな

がらスポーツを楽しめる社会の実現を目指す 

③ 「誰もがアクセスできる」:年齢や性別、障がい、経済的事情等によってスポーツを諦

める、途中でやめることのない社会の実現を目指す 

① 多様な主体におけるスポーツの機会創出 

② スポーツ界における DX2の推進 

③ スポーツによる健康増進 

④ スポーツによる地方創生、まちづくり 

⑤ スポーツを通じた共生社会の実現 

⑥ スポーツの推進に不可欠な「ハード」「ソフト」「人材」 

⑦ スポーツを実施する者の安全・安心の確保 など 

第３期スポーツ基本計画 概要資料（抜粋）3出典:スポーツ庁 

 Digital Trans(=X) formation の略。AI や IoT などの先端的なデジタル技術の活用を通じて、デジタル化が進む 

高度な将来市場においても新たな付加価値を生み出せるよう従来のビジネスや組織を変革すること。

 巻末に大きく掲載。



（２） 宮城県の動向 

■ 基本理念 

スポーツの力でひらくみやぎの未来! 

■ 目指す姿 

全ての県民があらゆるライフステージにおいてスポーツに親しみ、ともに活動することで、「人と

人」、「地域と地域」のつながりを感じ、スポーツの価値を共有しながら夢と希望に満ちた生活を

送ることができる活力ある「みやぎ」を目指します。 

■ 基本方針 

① スポーツによる健康増進 

② スポーツによるまちづくり 

③ スポーツによる共生社会の実現 

④ スポーツによる感動の創出と誇りの醸成 

第２期宮城県スポーツ推進計画 概要資料4出典:宮城県

4 巻末に大きく掲載。 



２ 本市における動向 

（１） 本市の特性 

総人口・年齢３区分別人口の推移 

年齢３区分別人口の県内市部比較5 
出典:国勢調査（Ｒ２）

5 仙台市を除く。 



（２） スポーツに関する取組みと成果 

ア 取組み（アウトプット） 

スポーツに親しむ機会の充実 

 すべての市民がスポーツに親しめるきっかけとなるよう、市民総合スポーツ祭や各種スポーツ

教室の開催、自主事業（大会含む）の充実を図ります。 

 幅広い年齢層でも気軽に楽しめ、コミュニケーションづくりにも利用できるニュースポーツ6 の

普及に努めます。 

 市民がスポーツに興味や関心を持ち、また、更なる意欲が高まるよう、大会・イベント情報

などを収集し、市民への提供を推進します。 
主な事業:市民総合スポーツ祭 / 小学生ドッジボール大会 / 市内３高校野球定期戦 / 
生き生きスポーツクラブ / 出前講座によるニュースポーツ普及 / 各種教室の開催 など 

スポーツ施設の整備充実 

 屋内・屋外体育施設の整備を図り、市民にとって利用しやすい施設環境の維持に努めま

す。 

 市内体育施設利用者の増加に対応し、学校施設の開放により、市民にスポーツをする機

会を提供するため、学校体育施設の維持に努めます。 

 老朽化した既存体育施設を⾧く大切に利用できるよう、施設の状況や利用者のニーズを把

握し、改修、修繕に努めます。 

 運動量が適度で、子どもから高齢者を対象に気軽に楽しめるニュースポーツ施設の整備を

図ります。 
主な事業:市民体育館アリーナ照明ＬＥＤ化 / 市民球場改修 / 社会体育施設トイレ洋式化/
ニュースポーツ用品の整備 など 

スポーツ団体・クラブの育成 

 総合型地域スポーツクラブの育成・支援に努めます。 

 スポーツ振興の中心的役割を担う体育協会7の育成強化に努めます。 

 スポーツ団体・クラブと民間スポーツクラブとの連携を促進し、多様化するニーズに即した事

業展開を促します。 
主な事業:総合型地域スポーツクラブの各種教室等の周知支援 / 
プロスポーツ団体等との包括連携事業 / 民間事業者等と連携したスポーツ教室等の開催 など 

6 20 世紀後半以降に新しく考案されたスポーツで、年齢や体力にかかわらず誰もが楽しめるスポーツ 



イ 成果（アウトカム） 

指標 
基準値 実績値 目標値 

H2９ R4 R12 

社会体育事業の対象者 
及び参加者数 

9,414 人 7,249 人 12,000 人 

 基準年（H29）に対して、直近の実績（R4）を比較すると約２割減少しています

が、これはコロナ禍の影響によるものと考えられます。 

 令和 2 年度、令和 3 年度と比較すると令和 4 年度は増加に転じています。 

体育施設利用者数 416,557 人 422,909 人 455,000 人 

 体育施設利用者数については、基準年（H29）から約 6,000 人増加しています。こ

れは、震災で被害を受けた施設の復旧が大きな要因と考えられます。 

 主な復旧施設（復旧年度）は、閖上体育館（R1）、閖上小中学校（H30）、閖

上グラウンド（R2）などが挙げられます。 

スポーツ環境の充実に 
関する市民の満足度 

15.3％ - 22.0％ 

 基準年（H29）における市民の満足度については、15.3%と低調でしたが、震災によ

り、閖上グラウンド等の体育施設やサイクルスポーツセンターなどのレクリエーション施設、

民間スポーツ施設（名取スポーツパーク）が利用できなくなった影響が大きいものと考え

られます。 



（３） 主な現況 

9

本市スポーツ実施率 
出典:名取市民のスポーツ活動に関するアンケート調査（R5） 

 

スポーツ実施率の比較 
出典:名取市民のスポーツ活動に関するアンケート調査（R5） 

宮城県スポーツに関する県民アンケート調査（R3） 
スポーツ庁スポーツの実施状況等に関する世論調査（R3）  

35.7% 

過去 1 年間に 
スポーツを行った割合 

週に 1 日以上 
スポーツを行った割合

本市のスポーツ 
実施率 

するスポーツ 



「スポーツをやらない理由（上位５項目）」 
出典:名取市民のスポーツ活動に関するアンケート調査（R5） 

スポーツに対する意識・行動の分布 
出典:名取市民のスポーツ活動に関するアンケート調査（R5） 

 

ワークショップ（WS）等での関連意見 
 地区民運動会等の機会が減少している。市民スポーツ祭が開催され

ているが、もっとアピールして認知度を高める必要がある。（市民
WS） 

 大会利用等で土日が埋まりがち等、市内のスポーツ施設を利用したく
ても時間が合わない等、施設の不足を感じる。（市民 WS） 



子どものスポーツ実施状況 
出典:名取市民のスポーツ活動に関するアンケート調査【子ども】（R5）

「運動やスポーツをやらない理由を教えてください」（無回答を除く） 
出典:名取市民のスポーツ活動に関するアンケート調査【子ども】（R5） 

10 週 1 回以上定期的にスポーツを行う者の割合。なお保健体育の授業以外での実施を指す。 

するスポーツ 



運動やスポーツをすることが好きな子どもの割合の国県比較 
出典: 全国体力・運動能力、運動習慣等調査（R4） 

 

ワークショップ（WS）等での関連意見 
 子供が集団で遊べる公園・広場が無い。（市民 WS） 
 両親の共働きによりスポーツ少年団に参加できない、親がスポー

ツをしていないから子どもが最初に興味を持つ接点も少ない等、
親が与える影響も小さくないのでは。（市民 WS） 

  



ウ スポーツ観戦状況 

スポーツ観戦状況 
出典:名取市民のスポーツ活動に関するアンケート調査（R5）

エ スポーツボランティア参画状況 

スポーツボランティア参画状況 
出典:名取市民のスポーツ活動に関するアンケート調査（R5）

 

ワークショップ（WS）等での関連意見 
 障がい者向けの指導者やボランティアが不足している。（市民

WS） 
 ボランティア活動への助成や、指導者育成等の必要性がある。（市

民 WS） 

みるスポーツ 

ささえるスポーツ 



オ 健康状態 

メタボリックシンドローム該当及び予備群割合の国県比較11 
出典:国民健康保険データベースシステム（R4） 

名取市国民健康保険特定検診結果（R4） 

  

肥満傾向児12の国県比較 
出典:宮城県児童生徒の健康課題統計調査（R4） 

文部科学省 学校保健統計調査（R4） 

12 性別・年齢別・身長別標準体重から肥満度を求め，肥満度が 20％以上の者 

健康 



第３章 めざす姿 



１ 将来像と基本目標 

（１） 将来像 

ス ポ ー ツ で つ な が る  な と り  

基本目標１ スポーツで誰もが健康につながる 

基本目標２ スポーツでひととまちがつながる 



（２） 基本目標 

基本目標１ 

スポーツで誰もが健康につながる 

健康に関する自認
出典:名取市民のスポーツ活動に関するアンケート調査（R5）

体力に関する自信
出典:名取市民のスポーツ活動に関するアンケート調査（R5）



基本目標２ 

スポーツでひととまちがつながる 

 

 
地区民運動会の様子 



 

本市のスポーツ振興に関する事業の認知度（無回答を除く） 
出典:名取市民のスポーツ活動に関するアンケート調査（R5） 

 





第４章 目標達成に向けた施策展開 



将来像 基本目標 施策の方向性 

५
এ
␗
ॶ
द
ण
な
ऋ
ॊ 
な
と
り 

 

１ 
スポーツで 
誰もが健康に 
つながる 

 

１-１ 子どものスポーツ機会の充実 
スポーツをすることが好きな子どもを増やします 

１-２ 働く世代・子育て世代のスポーツ機会の充実 

ライフスタイルに合った運動の普及や場づくりを推進します 

１-３ 高齢者のスポーツ機会の充実 

運動による健康増進や生きがいづくりを促進します 

１-４ 障がい者スポーツの環境整備と普及促進 
障がい者スポーツを通した共生社会の実現を目指します 

１-５ 均衡のとれたスポーツ環境の充実 
市民のニーズに即したスポーツ環境を整備します 

２ 
スポーツで 
ひととまちが 
つながる 

 

２-１ 多様な主体と連携したスポーツコミュニティの形成 
各種団体との連携により地域スポーツの活性化につなげます 

２-２ 地域スポーツの振興 
スポーツを通した人と人との交流を促進します 

２-３ スポーツ資源を活用した賑わいの創出 
魅力ある資源を活用し交流人口の拡大を促進します 

２-４ 競技スポーツ団体の支援と人材の発掘 
スポーツに関わる競技者と指導者の育成支援に取り組みます 

２-５ 「本物」のスポーツに触れる機会の創出 
トップアスリートに触れることができる機会をつくります 



１ 施策の方向性 

基本目標１ スポーツで誰もが健康につながる 

１-１ 子どものスポーツ機会の充実 

スポーツをすることが好きな子どもを増やします 

 スポーツの体験会や教室の開催 

 学校体育との連携 

 子ども向けの情報発信の充実 

 各種スポーツ団体の紹介   など 

「運動やスポーツをはじめたきっかけは何ですか」（無回答を除く） 
出典:名取市民のスポーツ活動に関するアンケート調査（R5） 

  



 

 
「運動やスポーツをやってよかったことは何ですか」（無回答を除く） 

出典:名取市民のスポーツ活動に関するアンケート調査（R5） 
 

バドミントン教室（市民体育館） 



１-２ 働く世代・子育て世代のスポーツ機会の充実 

ライフスタイルに合った運動の普及や場づくりを推進します 

 親子で参加できるイベントの開催 

 気軽に取り組める運動の紹介 

 親子で出来る運動遊びの普及 

 「すき間時間」に出来る運動の紹介  など 

スポーツを習慣化するうえで必要だと思う条件（上位５項目） 
出典:名取市民のスポーツ活動に関するアンケート調査（R5）15

 

ワークショップ（WS）等での関連意見 
 子ども達と気軽に遊べるイベントの開催を望む。（市民 WS） 
 24 時間利用できる施設や、夜間利用を可能にする設備の充実や

ルールの緩和。（市民 WS） 
 

15 性別無回答の表記を省略しているため男性と女性の合計は総数と合致しない。 



１-３ 高齢者のスポーツ機会の充実 

運動による健康増進や生きがいづくりを促進します 

 ニュースポーツ用具の貸し出し 

 地域で運動する場づくり 

 スポーツ施設までの移動手段の検討 

 指導者の派遣   など 

 
健康寿命の県内市部比較 

出典:データからみたみやぎの健康概要版-令和４年度版- 

 

ワークショップ（WS）等での関連意見 
 高齢者・障がい者用のスポーツ用具の貸し出しを充実してほしい。

（市民ＷＳ） 
 高齢者にやさしいスポーツで仲間作りを希望する。（市民アンケート） 



１-４ 障がい者スポーツ16の環境整備と普及促進 

障がい者スポーツを通した共生社会の実現を目指します 

 障がい者スポーツ体験会の開催 

 指導者やサポーターの育成 

 スポーツ施設までの移動手段の検討 

 施設のバリアフリー化の促進   など 

障がい者スポーツへの関心 
出典:名取市民のスポーツ活動に関するアンケート調査（R5）

 

ワークショップ（WS）等での関連意見 

 障がい者は身近なスポーツ機会が不足している。（市民 WS） 

 市としてパラスポーツイベントを開催してはどうか。（市民 WS） 
 健常者のパラスポーツ理解も必要。市民への啓発を通じ、サポーター

（理解者）を増やすことが大事。（市民 WS） 

16 障がい者スポーツとは、障がいがあってもスポーツ活動ができるよう、障がいに応じて競技規則や

実施方法を変更したり、用具等を用いて障がいを補ったりする工夫・適合・開発がされたスポーツのこ

とを指します。アダプテッド・スポーツ（障がいのある方に適応されたスポーツ）とも言われます。ま

た近年では「日本障がい者スポーツ協会」が「日本パラスポーツ協会」に改名する等、呼称の過渡期に

あります。 



１-５ 均衡のとれたスポーツ環境の充実 

市民のニーズに即したスポーツ環境を整備します 

 施設の計画的な改修や備品等の充実 

 公園等を活用したスポーツの場づくり 

 施設予約システムの導入検討 

 ウオーキングやランニングコースの紹介  など 

スポーツをする場所（無回答・その他を除く） 
出典:名取市民のスポーツ活動に関するアンケート調査（R5）17

17 年代無回答の表記を省略しているため各年代の合計は総数と合致しない。 

道路や
遊歩道

自宅ま
たはその

周辺

広場や
公園

民間の
スポーツ

施設

公共の
スポーツ

施設
公民館

コミュニ
ティ施設

学校
（体育
施設な
ど）

職場
社会福
祉施設

自然豊
かなとこ

ろ

総数 47.2% 56.7% 21.1% 16.9% 16.6% 8.9% 4.2% 10.4% 3.3% 0.9% 18.7%

25.0% 37.5% 12.5% 8.3% 12.5% 4.2% 12.5% 62.5% 0.0% 0.0% 8.3%

30.8% 57.7% 15.4% 15.4% 11.5% 0.0% 7.7% 15.4% 3.8% 0.0% 15.4%

46.7% 53.3% 17.8% 28.9% 20.0% 8.9% 0.0% 8.9% 11.1% 2.2% 20.0%

43.8% 54.2% 25.0% 12.5% 20.8% 6.3% 2.1% 8.3% 0.0% 0.0% 31.3%

50.9% 67.3% 16.4% 18.2% 18.2% 1.8% 1.8% 3.6% 3.6% 0.0% 21.8%

60.9% 63.8% 26.1% 15.9% 21.7% 2.9% 4.3% 5.8% 4.3% 0.0% 18.8%

47.5% 60.0% 25.0% 20.0% 5.0% 15.0% 2.5% 2.5% 0.0% 0.0% 12.5%

14 12 7 3 4 13 3 1 0 2 3

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代
以上



市民球場（十三塚公園） 

 

ワークショップ（WS）等での関連意見 

 公民館でも生涯スポーツに取り組むことによって、地域でのスポーツ機

会を増やしてほしい。（市民 WS） 

 武道の環境が不足している。（市民 WS） 
 子どもが集団で遊べる、またボールを使える公園・広場が少ない。

（市民 WS） 

 

ワークショップ（WS）等での関連意見 

 施設利用のための手続きが煩雑で利便性に欠けるため簡易化して

ほしいと⾧年希望している。（市民 WS） 

 現状の予約方法がアナログで不便、システムの導入をお願いしたい。

（市民 WS） 
 高齢者や障がい者のための機会や場所を整備しても、それらの立場

の方々は往々にして交通弱者であり、そこまでのアクセス含めて用意
がないと根本的な解決にはならない。（市民 WS） 



基本目標２ スポーツでひととまちがつながる 

２-１ 多様な主体と連携したスポーツコミュニティの形成 

各種団体との連携により地域スポーツの活性化につなげます 

 スポーツに関する情報交換会の開催 

 企業等との連携事業の開催 

 各団体の取り組み紹介 

 各種団体が持つ資源の活用   など 

サッカー教室（陸上競技場） 
 



２-２ 地域スポーツの振興 

スポーツを通した人と人との交流を促進します 

 市民総合スポーツ祭などの開催 

 誰でも気軽に参加できるイベントの検討 

 各地域でのスポーツ大会等の支援 

 イベント等の周知方法の工夫   など 

名取市民総合スポーツ祭健康づくりトータルスポーツ大会 

 

ワークショップ（WS）等での関連意見 
 小さい子ども達と一緒にスポーツができる機会等、スポーツを媒介に

世代間交流を促すことも双方にとってメリットがあるのではないか。
（市民 WS） 

 地区民運動会に代わるイベントが欲しい。道具等の準備がいらず軽
い気持ちで気軽に参加できるものだとなお良い。（市民 WS） 



２-３ スポーツ資源を活用した賑わいの創出 

魅力ある資源を活用し交流人口の拡大を促進します 

 施設を活用した大会の誘致 

 施設に関する魅力発信 

 施設の有効活用の検討 

 交通アクセス手段の充実   など 

 

 
みちのく潮風トレイル名取トレイルセンター 

 
名取市サイクルスポーツセンター 

 

ワークショップ（WS）等での関連意見 

 名取市は平坦な地勢からジョガーも多く、マラソン人気が高い。シー

サイドマラソン等のスポーツイベントがあると地域の賑わいが生まれる

のではないか。（関係団体ヒアリング） 

 サイクルスポーツセンターで自転車に乗る教室の枠をもっと増やして欲

しい。（市民アンケート） 



２-４ 競技スポーツ団体の支援と人材の発掘 

スポーツに関わる競技者と指導者の育成支援に取り組みます 

 スポーツ振興報奨金の交付 

 スポーツ賞顕彰の実施 

 各種講習会等の開催 

 スポーツ活動団体の紹介   など 

 

ワークショップ（WS）等での関連意見 
 競技団体の横のつながりを深めてはどうか。（市民 WS） 
 団体に入っていないと、スポーツ機会・情報が限られるため、より開け

た PR を行ってはどうか。（市民 WS） 
 場所の不足もさることながら、いつでも担当できる指導者が足りてい

ない。地域人材の発掘が必要。（市民 WS） 

スポーツ賞顕彰 

審判講習会



２-５ 「本物」のスポーツに触れる機会の創出 

トップアスリートに触れることができる機会をつくります 

 プロチームによる体験会や教室の開催 

 トップアスリートから話を聞く機会の提供 

 プロスポーツ観戦機会の充実 

 プロスポーツ試合の誘致   など 

 
ベガルタ仙台によるサッカー教室の様子 

 
ドリーム・ベースボール（市民球場）の様子



第５章 計画の推進にあたって 



１ 成果指標 

（１） 成果指標・目標値 

成果指標 現状値   目標値(R12) 

市民のスポーツ 
実施率 

35.7％ 

（R5） 
 

 

50％ 

スポーツをすることが
好きな子どもの割合 

児童 86.7％ 

生徒 83.4％ 

(ともに R4) 
 

 
児童 90％ 
生徒 85％ 

障がい者スポーツに 
関わる市民の割合 

7.7％ 

（R5） 
 

 

増加18 

体育施設の 
利用者数 

422,909 人 

（R4） 
 

 

455,000 人 

スポーツ環境の充実
に関する市民の 

満足度 

15.3％ 

（H29） 
  22％ 

18 現状値（R５）と計画最終年度（R12）の数値を比べて増加していること。 



（２） 成果指標の考え方 

市民のスポーツ実施率 

スポーツをすることが好きな子どもの割合 

障がい者スポーツに関わる市民の割合 

体育施設の利用者数 

スポーツ環境の充実に関する市民の満足度 



２ 推進体制 

（１） 他分野との横断的な取組み 

（２） 国や県との整合性 

（３） 関係団体との連携 

３ 進行管理 



資料編  



１ 策定の経過 

年月日 内容 

令和５年６月２１日 
～７月７日 

市民アンケート調査 

令和５年６月２６日 令和５年度第１回名取市スポーツ推進審議会 

令和５年７月６日 
～７月２０日 

児童・生徒アンケート調査 

令和５年８月６日 市民ワークショップ 

令和５年８月１７日 市スポーツ協会加盟団体ワークショップ 

令和５年８月２９日 令和５年度第２回名取市スポーツ推進審議会 

令和５年１０月２４日 令和５年度第３回名取市スポーツ推進審議会 

令和６年１月２９日 名取市総合教育会議 

令和６年１月３１日 令和５年度第４回名取市スポーツ推進審議会 

令和６年２月＊日 
～＊日 

計画案に関するパブリックコメントによる意見募集 

令和６年３月＊日 令和５年度第５回名取市スポーツ推進審議会 

令和６年３月＊日 名取市教育委員会定例会 

19 スポーツ基本法の規定に基づき設置され、スポーツの推進に関する重要事項について調査審議する

ための機関 



２ スポーツ推進審議会 

（１） 委員名簿 

  （令和６年３月現在） 

区分 委 員 名 所 属 

学
識
経
験
者 

福井 真司 尚絅学院大学教授 

◎星 忠一 元教諭 

佐藤 克也 名取市スポーツ少年団本部⾧ 

小
・
中
学
校
代
表 

武田 純子 館腰小学校⾧ 

高橋 睦子 第一中学校⾧ 

ス
ポ
ー
ツ
団
体
代
表 

〇二階堂 芳賞 ＮＰＯ法人名取市スポーツ協会副会⾧ 

浅川 輝彦 ＮＰＯ法人名取市スポーツ協会理事⾧ 

施
設
利
用
者
代
表 

桃井 恵美子 名取市スポーツ推進委員 

庄司 昇 ますだ総合スポーツクラブ理事⾧ 

市
職
員 

安部 久美子 保健センター所⾧ 



（２） 審議経過 

日時 会議名 審議内容 

令和５年 

６月２６日 

令和５年度 

第１回 

名取市 

スポーツ推進審議会 

＜報告事項＞ 

 令和令和４年度スポーツ振興事業について 

 令和４年度体育施設利用者数について 

＜協議事項＞ 

 令和５年度補助金交付スポーツ団体について 

 名取市スポーツ推進計画について 

令和５年 

８月２９日 

令和５年度 

第２回 

名取市 

スポーツ推進審議会 

＜報告事項＞ 

 「名取市民のスポーツ活動に関するアンケート」調

査結果について 

＜協議事項＞ 

 名取市スポーツ推進計画の構成（案）について 

令和５年 

１０月２４日 

令和５年度 

第３回 

名取市 

スポーツ推進審議会 

＜報告事項＞ 

 市民アンケート・市民ワークショップの結果について 

＜協議事項＞ 

 名取市スポーツ推進計画（素案）について 

令和６年 

１月３１日 

令和５年度 

第４回 

名取市 

スポーツ推進審議会 

＜報告事項＞ 

 令和５年度スポーツ振興事業について 

＜協議事項＞ 

●  「令和６年度教育基本方針」生涯スポーツの 

振興（案）について 

●  令和６年度スポーツ振興事業（案）について 

●  名取市スポーツ推進計画（素案）について 

令和６年 

３月＊日 

令和５年度 

第５回 

名取市 

スポーツ推進審議会 

 



３ アンケート・ヒアリング調査 

（１） 市民アンケート調査 

調査地域 名取市全域 
調査対象 無作為抽出による 18 歳以上の市民 
対象者数 2,000 人 
調査方法 郵送・インターネット 
調査期間 令和５年 6 月 21 日～７月７日 

有効回収数 630 票 
紙媒体    447 票 
WEB 媒体  183 票 

有効回収率 31.5% 

主な結果※詳細は別冊報告書を参照 
健康に自信がある市民 体力に自信がある市民 

  
週１回以上スポーツを実施した市民 コロナ禍のスポーツ実施への影響 

 

スポーツをする理由 スポーツをしない理由

  

スポーツをする場所 



市民のスポーツ継続状況

スポーツを習慣化するために必要なこと

過去１年間でスポーツを観戦20した市民 観戦した種目

コロナ禍のスポーツ観戦への影響

20 ＴＶ等の観戦を含む。 



（２） 児童・生徒アンケート調査 
調査対象 

［小学生］ 
市内の小学校 5 年生 
市内の義務教育学校 5 年生 

［中学生］ 
市内の中学校 2 年生 
市内の義務教育学校 8 年生 

※各学年 1 クラス 
対象校数 

小学校 10 校、中学校 4 校、義務教育学校 1 校 

調査方法   インターネットによる回答 
調査期間   令和 5 年 7 月 6 日～7 月 20 日 
有効回収数  526 票 
     小学生 371 票 
     中学生 155 票 

主な結果※詳細は別冊報告書を参照 
運動やスポーツをすることが好きな子ども 

  
週１回以上運動やスポーツをする子ども※授業を除く 

  

過去１年間で行ったスポーツ 上位５項目

今後行ってみたいスポーツ 上位５項目



スポーツを実施してよかったこと 上位５項目 

スポーツを実施して悩んでいること 上位 5 項目 

スポーツを実施しない理由 上位５項目



（３） 競技団体アンケート・ヒアリング 
主な意見 

名取市のスポーツ環境の強み 
 活動できる体育館やグラウンドが多い 
 スポーツ施設が使いやすい 
 ニュースポーツの取組み 
 意欲的な人材がスポーツの発展に向け取り組んでいること 
 近隣市町とのアクセスの良さ 

名取市のスポーツ環境の弱み 

 ナイター設備等が整っていない 
 規模や規格面で本格的な施設がない 
 施設の管理 
 施設の老朽化 
 バリアフリー未対応 
 市民体育館の職員数 
 多世代が楽しめる遊び場がない 
 競技団体の予算規模 
 スポーツ祭等の企画の広報面 

名取市のスポーツ実施率向上のための課題 

 施設の改修 
 子どもを対象としたイベント等を増やすこと 
 行政の支援 
 施設までの交通アクセス 
 スポーツをしたくなる環境の不足 
 中学生年代のスポーツ選択や機会の不均等（時間的・経済的制約等） 
 各種子ども向け教室の開催時間が保護者都合と合わない 

行政や周囲への要望 

 行政が柔軟にスポーツ団体と協力してほしい 
 施設の予約システムの構築 
 十三塚公園の遊歩道コースの整備 
 行政の積極的な関与 
 総合体育施設の設置 
 スポーツコンベンション誘致に向けた宿泊・飲食施設の充実 
 運動部活動の地域移行に備えた競技 
 総合型地域スポーツクラブ連絡協議会の設置 
 武道館の設置 
 競技専用グラウンドの整備 

（４） 身体障がい者福祉団体ヒアリング 

主な意見 

障がい者スポーツに関する現況 等 

 興味があっても参加するのが大変であり、障がい者スポーツ指導員などのサポートがあると参加しやすい 
 自分ができるスポーツがわからない人が多い 
 会員に対し、障がい者スポーツイベントの情報提供・参加募集を行っているが、参加実績はほとんどない 
 障がい者スポーツを普及するには、関心を得ることが非常に肝要 



４ ワークショップ 

（１） 市民ワークショップ 

開催日時 令和 5 年８月 6 日（日）14 時～17 時 
開催場所 名取市民体育館 第 1 会議室 
参加者数 36 名 市民 24 名 関係団体 8 団体 12 名 
（障がい者・高齢者福祉関係 4 団体、青少年関係 1 団体、子育て支援関係 2 団体、PTA 関係 1 団
体、市民協働関係 1 団体） 

主な意見 

テーマ 問題 解決策 

誰でもできる 

【子ども・家族】 

 子どもの運動好きと嫌いの二極化 
 コミュニティの希薄化により地域の

中で活動しにくい 
 保護者の負担（経済面・時間等） 

 本源的な楽しさを伝える教育 
 気軽にできる環境整備 
 経済・時間の制約に囚われない

スポーツの在り方の普及 

誰でもできる 

【高齢者・障がい者】 

 高齢者・障がい者用の用具（ボ
ッチャ21、カローリング22など） 

 いろいろな障がいや体の状況がある 
 身近に接する機会がない 

 用具の整備等（購入、使用ルー
ルなど） 

 子どもから高齢者、障がい者と一
緒にできるスポーツの普及 

 気兼ねなく参加できる工夫・配慮 
 e スポーツの普及 

いつでもできる 

 スポーツ施設を利用したくても時
間等が合わず（土日は大会利
用が多く）利用できない 

 団体に加入していないと機会が
限られる 

 団体の存在を知る機会が少ない 
 地区民運動会等の減少 
 市内で行われているイベントがわ

からない 

 民 間 施 設 の 活 用 （ 市 民 割
引）、公民館施設の一般開放
（個人利用可） 

 団体に加入しなくても気軽に、好
きなようにできるイベントの開催 

 各団体の PR 
 新たな地区イベント（モルック、ウ

ォーキングなど）を開催 
 イベントごとにチラシでＰＲ 

どこでもできる 

 体育館及び設備の適切な更新 
 十三塚公園の有効活用 
 気軽に使える場所がない 

 市民体育館や増田体育館の施
設改修や、トレーニング設備や空
調設備の更新 

 十三塚公園の PR 
 パークゴルフ場の新設 
 身近な場所に気軽に使用できる

施設を整備 

スポーツを支える 

 指導者不足 
 行政と地域（教育機関）の関

係性 

 競技団体のつながり強化によるリ
ソースの共有 

 すみやかな対話の実現によりそれ
ぞれの役割の明確化 

スポーツで健康 

 時間、場所がない 
 高校卒業後の運動機会 
 モチベーション 
 安全なスポーツ環境 

 地域でのイベント開催 
 地域人材の発掘による地域スポ

ーツイベントの強化 
 日中の暑さ対策や、夜間の街

灯・照明等、安全にスポーツがで
きる環境づくり 

21 ヨーロッパで生まれた重度脳性麻痺者もしくは同程度の四肢重度機能障がい者のために考案された

スポーツで、パラリンピックの正式種目。 
22 氷上ではなく室内でカーリングができるように考案されたニュースポーツ。 



（２） 市スポーツ協会加盟団体ワークショップ 
開催日時 令和 5 年 8 月 17 日（木）19 時～21 時 
開催場所 名取市民体育館 第 1 会議室 
参加者数 23 団体 31 名 

主な意見 

テーマ 

誰でもスポーツに親しめる名取市 

意見区分 問題 望むこと 

施設 

 車椅子の人などが使える 

 障がい者スポーツができる会場 

 学校開放の空きが少ない 

 現状施設では不足 

 公共施設の安全性等の充実（バリアフ

リー化など） 

 予約システムを入れてほしい 

 公民館にもシャワー設備がほしい 

 東北大会を開催できる施設がほしい 

 ナスパ的施設がほしい 

人材 
 指導者不足 

 審判等の育成 

 資格更新等の支援 

その他 

 山歩きコースにトイレがない 

 名取市で全国大会を開催・誘致するた

めには宿泊場所と飲食店が少ない 

 スポーツをする場所までの交通機関 

 スポーツ施設までの交通アクセスの充実 

テーマ 

いつでもスポーツに親しめる名取市 

意見区分 問題 望むこと 

イベント 

 働き世代がイベント（運動会）に参加

したくない 

 各地区のスポーツ祭が不足 

 市民スポーツ祭のアピール不足 

 地区民運動会に代わるイベント 

 子ども達と気軽に遊べるイベント 

 競い合うのではなく、楽しめるイベント 

 子どもから高齢者まで楽しめるイベント 

 競技種目体験会(子どもから大人まで) 

施設 

 専用コート（グラウンドゴルフ）がないの

で大会の準備・計画等が難しい 

 大会を行うためにパークゴルフ場がある

市町村に行かなくてはならない 

 有料で予約が必要な施設が大半でい

つでも使用できるわけではない 

 ゲートボールを公民館・集会所の広場

等で行っているが、コート整備等が大変

である 

 施設の不足 

 名取市管理の総合スポーツ施設(パークゴル

フ、グラウンドゴルフ)を作ってほしい 

 24時間いつでも使用できる施設の設置 

 天候に左右されない施設の充実（エア

コン等） 

 各スポーツができる専用施設の整備 

その他 
 他県他地域との交流会が無くなっている 

 依頼を受けて小学校のクラブ活動で時

 ボランティアへの助成 

 指導者への育成助成 



間外に指導（ゲートボール）を行ってい

るが、1 校だけでも大変なのに、複数校

から依頼があれば対応が難しい 

 両親等の共働きにより、少年団等に参

加したくてもできない子もいる 

 勉強する時間が多いため、スポーツにふ

れる機会が少ない 

テーマ 

どこでもスポーツに親しめる名取市 

意見区分 問題 望むこと 

施設 

 大規模イベントができる施設の不在

（観覧席等） 

 施設が公式な規格を満たしていない

（陸上、野球） 

 野球場としての会場が不足している 

 公共施設の修繕に時間がかかる 

 施設のメンテナンス不足を感じる 

 照明がないなど活用がしにくい 

 公民館アリーナがせまい 

 本格的な競技場等の整備 

 本競技場とサブグラウンドの整備 

 夜間利用環境（照明など）の整備 

 スポーツ予算の充実化または柔軟な運用 

 計画的な施設の更新 

 子どもがボール遊びできる広場の整備 

 利用者目線の施設管理 

 パークゴルフ場の新設 

 市民プールの新設 

その他 

 入会者の減少（グラウンドゴルフ）、会

員の高齢化 

 行政が積極的でなく活用されていない 

 団体スポーツに人が集まりにくい 

 月1のスポーツＤＡＹ開催（友達連れてく

ると無料） 

 モルックなど誰でもできるスポーツの推進 

 個人で集まれるチームスポーツの機会 

 スポーツスタッフの不足解消 

 スポーツについて語れる場 

 



５ 本市スポーツ資源 

（１） スポーツ施設 

施設名 場所 種目 利用申請先 

体

育

館

 

市民体育館 増田 
バレーボール、卓球、バドミント
ン、バスケットボール、バウンド
テニス、剣道、柔道、空手等 

名取市スポーツ協会 
022-384-3161 

増田体育館23 増田 バレーボール、バドミントン等 
名取市スポーツ協会 
022-384-3161 

高舘体育館24 高舘吉田 バレーボール、バドミントン等 
高舘公民館 
022-382-2328 

閖上体育館 閖上中央 バレーボール、バドミントン等 
閖上公民館 
022-385-0005 

ॢ

ছ

क़

থ

ॻ

等

 

市民球場 

手倉田 

野球、ソフトボール等 
十三塚公園 
022-384-6763 市民陸上競技場 陸上競技、サッカー等 

市民庭球場 テニス、ソフトテニス 

増田グラウンド 増田 ソフトボール、ゲートボール等 
名取市スポーツ協会 
022-384-3161 

名取が丘グラウンド 名取が丘 ソフトボール、ゲートボール等 
名取が丘公民館 
022-384-2709 

高舘河川グラウンド 高舘熊野堂 野球、ゲートボール等 
熊野堂連合町内会 
022-386-2153 

相互台東グラウンド 相互台東 野球、ゲートボール等 
相互台公民館 
022-386-2019 

閖上グラウンド 閖上東 野球、ゲートボール等 
閖上公民館 
022-385-0005 

箱塚グラウンド 手倉田 野球、ゲートボール等 
名取市スポーツ協会 
022-384-3161 

（２） 公民館 

施設名 場所 連絡先 

増田公民館 増田 022-384-2432 

増田西公民館 手倉田 022-384-0055 

名取が丘公民館 名取が丘 022-384-2709 

閖上公民館 閖上中央 022-384-0005 

下増田公民館 美田園 022-382-2335 

館腰公民館 植松 022-382-2006 

愛島公民館 愛島笠島 022-382-2422 

高舘公民館 高舘吉田 022-382-2328 

ゆりが公民館 ゆりが丘 022-386-6055 

相互台公民館 相互台 022-3862019 

那智が丘公民館 那智が丘 022-386-6266 

23 令和 6 年３月現在 使用中止 
24 令和 6 年３月現在 使用中止



（３） 小・中・義務教育学校 

施設名 場所 連絡先 

増田小学校 増田 022-382-2005 

下増田小学校 美田園 022-382-3227 

館腰小学校 植松 022-382-2425 

愛島小学校 愛島笠島 022-382-2538 

高舘小学校 高舘吉田 022-382-3033 

不二が丘小学校 名取が丘 022-382-2097 

増田西小学校 手倉田 022-382-2546 

ゆりが丘小学校 ゆりが丘 022-386-3225 

相互台小学校 相互台 022-386-5551 

那智が丘小学校 那智が丘 022-381-2521 

増田中学校 増田 022-384-2329 

第一中学校 小山 022-382-3321 

第二中学校 高舘吉田 022-384-8401 

みどり台中学校 みどり台 022-381-2032 

閖上小中学校 閖上西 022-385-8180 

（４） その他施設 

施設名 場所 連絡先 

名取市サイクル 

スポーツセンター 
閖上 022-385-8027 

みちのく潮風トレイル 

名取トレイルセンター 
閖上東 022-398-6181 



（５） その他スポーツ資源 

（令和６年３月現在） 

協定締結先 協定締結日 協定名 

学校法人尚絅学院 平成 22 年 2 月 10 日 官学連携に関する基本協定 

仙台大学 平成 24 年 6 月 21 日 
名取市教育委員会と仙台大学における 

「連携協力に関する覚書」 

株式会社アールビーズ 令和 2 年 5 月 12 日 
名取市と株式会社アールビーズとの 

地域協働事業に関する包括連携協定 

大塚製薬株式会社 令和 2 年 5 月 13 日 
名取市と大塚製薬株式会社との 

健康増進に関する包括連携協定 

明治安田生命保険 

相互会社 
令和 4 年 2 月 16 日 

名取市と明治安田生命保険相互会社との 

包括連携協定 

株式会社 

仙台 89ERS 
令和 4 年 8 月 3 日 

名取市と株式会社仙台 89ERS との 

包括連携協定 

株式会社 

ベガルタ仙台 
令和 4 年 10 月 16 日 

名取市と株式会社ベガルタ仙台との 

包括連携協定 

宮城中央ヤクルト販売 

株式会社 
令和 5 年 3 月 30 日 

名取市と宮城中央ヤクルト販売株式会社との 

包括連携協定 

日本生命保険 

相互会社 
令和 5 年 5 月 26 日 

名取市と日本生命保険相互会社との 

包括連携協定 



６ 関係資料 

（１） 第３期スポーツ基本計画（概要） 





（２） 第２期宮城県スポーツ推進計画概要版 






